病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・本日～11/29迄で昇格試験を行います。 受験対象者の方は受験日を把握して受験する様にして下さい。

・ベッドコントロールで、11/29（木）に西病棟から立桶　真樹子様が転入予定となっています。

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　淳様～ＳＷの方で東幸園（入所）の見学調整を行い、12/4（火）14：00～
当日対応者：サービス管理責任者　タキガミ様（男性）
現在、施設の空きはないとの事で待機者は4名ほどおり、入所時期の見込みもたたない状況ではあるが、待機者としてカウントすることは可能だと話していたそうです。また、ご家族様へ「待機者がいるため今すぐの入所は難しい」事をあらかじめ説明して頂きたいとの事です。
　　　　　　　　　母様へ見学日等が伝わっているか、ＳＷへ確認していきます。 

・成田　富士子様～風邪症状（鼻汁、くしゃみ、頭痛）の訴えあり主治医へ報告し、PＬ　3Ｐ　毎食後　本日昼～3日分処方となっています。鹿内眼科へは、白内障の手術は行わない方向でＦＡＸしています。

・原　吉郎様～心気的な訴えや幻聴体験は残存していますが、以前と違い強い不穏を呈することはない為、クロザリル200→225mgに増量となっています。

[bookmark: _GoBack]・五日市　規様～ジプラシドンカプセル（80ｍｇ） 4 カプセル  2×朝・夕食後　28日分[11/27夕～12/25朝迄で処方となっています。

・蝦夷森　重男様～11/29の診察にて退院時処方を頂く予定です。

・齊藤　光枝様～自立歩行困難のため、南病棟より車椅子を借用していましたが、南病棟で使用する為返却し、外来の車椅子を借用しています。歩行器は東病棟へ返却しています。

＜要注目患者様＞
・齊藤　光枝様～11/24（土）から夕方より、立位困難になっており、車椅子を使用しています。主治医へ状態報告し11/27（火）～11/30（金）まで昼食後のセパゾン４包の中止の指示あります。車椅子の自操は出来ていますが振戦は持続しており、トイレ誘導もスタッフ付き添いとなっています主治医診察日まで様子観察し、主治医に経過報告していきます。担当者はカタログでの歩行器購入を勧めてください。

・原　吉郎様～今朝、7：50公衆電話で電話をかけており、スタッフ確認していると徐々に大声を出し、「外泊」「退院」「外泊」「退院」と繰り返しています。その後は、体調について尋ねると「あ、具合悪い…具合悪いじゃ…」と答えるも具体的な訴えはありません。 活気なく余暇は臥床している事が多く、ピアサポート中も訴えなく経過しています。11/26にスタッフから久しく来院されてないため確認の電話をし、兄様が入院されており、2～3日前に退院したとの事です。肺疾患を患っているためしばらく病院へは行けない為、支払いは本人がカードを持っているのでそちらからの支払いをしてほしいとの事です。

・五日市　規様～昨日は、22：00に就寝しているが、その後1時間～2時間おきに覚醒し、スタッフの声掛けに対して「喋れない事になってるんです」と憮然とした表情で説得には全く応じる姿勢は感じられず浅眠で経過しています。
　　　　　　　　　日中は、プログラム等へは参加されています。10：30頃ソファーコーナーでＴＶを見ながらひじ掛けを拳で叩いている事見られています。スタッフ対応は穏やかです。

＜ピアサポート＞
本日、ピアサポートで、下妻　康貴様、関　秀治様２名をお招きし、地域についての生活を語って頂きました。初めてにしては、患者様からの質問が多く聞かれ色々な情報交換ができて患者様も良かった様です。これからも何回か継続して開催していきますので、協力してすすめていきましょう。
『ピアサポート振り返り』
・初めてにしては、患者様からの質問が出た。
・スタッフや患者様にとって時間が長かった。
・グループの人数が多かった為、2グループに分けたり工夫すれば良かった。
・参加した患者様へアンケートをとり、その中からテーマを絞っていければよい。
・形式にとらわれず、患者様主体で進められれば良い。
・患者様が質問した内容の個々の思いをくみ取っていく。
・進行に気をとられていた。
・事前にスタッフや患者様にアナウンスをし、打ち合わせをしておく。
・気持ちのキャッチボールが出来るよう親睦を深める。
・月1回か2ヶ月に1回など定期的に開催していく。
・また来たいと言って貰える様、本日きてくれた2人のフォローもしていく。
・他病棟の患者様も参加出来るように声掛けしていく。
